
石油プラットフォーム撤去工事 (第3報)

前田博志*.伊藤建爾…,加納俊彦桝*,新藤孝志'榊

武石文場'叫,西田 佑●*'

第1報いに工萌の概要,第2報王Jに使用火薬煩の基嘩試験及び襲用規模のフィールド妖敦を

報告した｡

ここに妨3報として,第2報の試奴を過して括め上げた火萌規の基礎的能力から.本作業に

用いた実用火薬ユニ･,トの製作及びそれを使用しての発破作業を報告する｡

t. はじめに

パイル切断用には,飼Jtイブをライナーにしたド-

ナツ型のシよ-プドチャージの2点同時起爆型を.コ

I/〆クダーJiイブ切断用には,紡錘型の両端同時起爆

型の火工品を使用する恥こした｡

それぞれ,パイル内のセンターリング保持裳鑑や,

吊下げ易いケースに収納した爽作業用のま .=ット火工

品を製作した｡

作業は陸海に時がるので.関連諸官庁と新たに折衝

しての作業となった｡発破作英は,工期,所望された

効果共満足すべき結果で完了出来た｡

2. 乗用爆薬ユニ･?トの挟造

2.1パイル切断用火工晶 (PSC)

2.1.1輯畢部及び起爆系統
PSC本体の起爆システムは.電気点火による2分割

のPSCの内側中央部分から2点同時起爆である｡電気

点火部には日本化薬俄)割の深海用電気常管を2個使

用し安全を期した｡この電気箇管によJJl個の同時起

爆用ブースター(PETN 22g)を介して2本の特殊導

爆線を起爆し.偉功を分岐させ,各々の約1,第2ブー

スタ(PETN44g,OCTOL2.251唱)から}インチ十一
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ジ (OCTOL22kg/halfsi去e)を起爆する系列である｡

2.1.2 ライナーの製作

パイル切断用ライナーはil20zznの網パイプを ドー

ナツ状に曲げ.半円ずつ2分割にしたものである｡実

用品を製作する恥こ.試作品によってパイプをR曲げ

した時の真円鼠 半円で別 に々作った際の寸法柄度,

パイプ径の偏平度合を確認した｡掛 こ,これらの構度

が切断能力に影響することから.製作側の能力も考慮

に入れ許容値を±2皿とした｡次に,曲げたJiイブに

側板を取り付ける際,網の熱伝導率が高いことから,

･tイブに予熱を施しながら溶接するため,熟こよる材

質変化や歪の処理等の問喝も同時に詰めていき切断用

ライナーを動作した｡

2.I.3 ライナー装蔚用ケーシング
(1)基本構造

ケーシングの設計に当たって基本的に必要な集作

は,次の三点であった｡

(a)切断するパイルが約7°～10o餓斜していること

から,ケ-シ./タがスムーズにパイルの内に挿

入でき.仮に突起物と衝突してもライナーが保

護でき.形状が保てるもの｡

(b)Jtイルの切断位政に於いて.爆萌との間隔 (チ

タンドオフ)を一定に保つようにケーシング

全体がパイルの中心にセットされるための装

置を愉えていること｡

(C)切断用ライナーはケーシングの中央部にセット

され,ライナーのジ壬ツト形成部を開放させて

おくこと,

以上の条件からケーシ'/〆の構造は,ライナ-の

外系と同じ寸法で円筒形の鋼製挿綾構造とし.其中

にライナーを固定し,組立し易い上下2分割したボ

ルト接合による構造とした｡又.パイル内にケーシ

ングをスムーズに吊り降ろすための手段として円筒
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Fig.1AsSemblyotP.S.C形ケーシー/グの頭取 先端の両側を円錐状に絞り,

ケースの外面には突起

物は-切出さない構造とした｡(2)パイル切断裳虻への

セット方法パイル内に爆薬を装着したケーシング

を吊り降ろ.し切断位置にセットする際,,(イル

内面と爆薬の間隔をできるだけ等同声軌こ保つことが必

要である｡その方法として,手動或いは屯動による

牧枕的動作によりケーシ'/グ内から突起物を

出す方式.ェ7-で.)ング状に鼠飴を膨らませ

る方式,油EE方式等の披柄を

検討したが.水面下100mの作動状況を確認するには.

制約が多く難しいことから栴遡上簡単で安全な.しかも確実性のある油圧シ.)

ンダーによる直動方式を採用した｡シリンダーは,ケーシング

の中央から上下500JZZPの所に3ヶ所ずつ配

配し,6ヶ所全てが押し切った時,スタンドオフが等間

隔になるようにした｡又,シリンダーの作動油とし

て,発破後納が海水を汚染しないように,求-〆.)コー''L系の水

溶性作動油を使用した

｡2.I.4 形状.並立及び発見形状は,

Photolに示す通りであり,全依成晶を組み合わ

せた組立品の全盛丑は165kg,又.全爆薬且は5

3kgとなった｡2.1.5 荷姿 (UN対応)

Photo1 Afinalcaseofexplosivesl1nitforsever

ingpileP/Fは,新潟東港沖15bの海上にあり.本火工晶

の輸送容執 よ海上輸送に対応するUNマークの取得が必要で

ある｡本火工品の製造は日本で初めてであるために.運

輸省とP.S,Cの該当する国連番号の調整を行った後.日本舶用晶検定協会による危険物容告検査を

A方式で受験した｡投棄をTablelに示す｡

2.2 コンダクター切断用火=



Table1 Contentsofspecificationforpickings

Items Qllan-tity PackingCIaS tJNNO.DivisionCompatil)i-1ityGroup PickingsGrossweightNetweightPackage

QuantityP.S.ChalLsize 32 CLASSIEXPLOSfVESJETPENETORATINGGUNS,oilweII,withoutdetonator 0124 1,1 D 4CⅠnaturalwood 68kg

95ks 322(Test)lst,2mdBooster 32 CLASSIEXPLOSlVESBOOSTER,withoutdetomator 0042 I.1 D 4CⅠnatural

w○○d 33kg 48kg 161(Test)SpeaCialDetonatingFuse 62 CuSSIEXPLOSⅣESDETONATINGFUSE

0102 1.2 D 4CⅠ 1ks 10kg 8日Tcst)C.S.D 15 CLASSIEXPLOSIVESJETPEN

ETORATfNG 0124 I.1 D 4CⅠrat 47kS 67kg 15lらtBooster 30 GUNS.oilwelI,withoutdetonatOr nattlwood 39kg 59
kg

I(Test)Fig.2 Ass

emblyofC･S･D陸上では 火薬規の避振証明が警察で2El前

海上では 農 芸芸芸霊芝芸芸苧芸去≡

至芸禁があり,間噂点としては,作業の杯台上途中{.

中止にな.,た場合,火薬類をどうするかであった｡

海上保安庁は,火我軒を

僻んだまま一昼夜停泊する執 上出来ないとのことで

.警察とfTち合わせを行った上で事前に連絡をしてく

れれば,その日に輸送しても良いとの回答であった

｡従って.火薬使用当日火薬を運搬する前に現地と屯 Photo

2 A丘mlcasedexplosivesuni

tfcrsevehgpipe話適格を取り

,状況確認しながら運瀬する串にし,又現地{･は気象庁

から77ツクスで海上の気負状況をもらうような手管に

した｡3.2 火二品組立及び積棟作業作英に当たっては,次の様な串を徹底させ



3.3 挿入.用t)降ろし及び固定作薫の手価

火j:品と上下プpテクター (コンダクターJミイブの
場合)又は上下カプセル (パイルの場合)とを一体化

したものを,作英樹の海上クレーンで仮設妃喝上の所

定位正まで移動し.仮鑑さする｡移動中は何振れ防止

と誘串を行うために.介弟t,-プを使用する｡

次に.前もって坤愉しておいた吊りワイヤーt,-プ

を用いて.コンダクターパイプ又はパイル挿入口まで

移動した状億で一旦停止する｡この状感で補助母線及

び池旺ホースの叔終接続を行う｡又.】Jf恥 こ補助母線

はキンクしないように処理 したものを容鎖しておく｡

但し,スカート,!イルの場合には.海面に持抜してい

る1イバーの上方デッキ位虻で行う｡

火工品の吊り降ろしは,補助母線あるいは油圧ホー

スをq)りワイヤーF'-プに適当な間隔で束ね合せなが

ら.伺速乾で徐々に下げる｡尚.補助母線あるいは油

圧ホースは無我による切断等を防止するため.吊りワ

イヤーとは別のメッセンジャーワイヤーを用いる｡

挿入探皮の確定は.予め所定の長さで用意した吊り

ワイヤーE'-プを用いることによって詞痘する｡又,

スカートJtイルの場合は.専用の吊り金Aとワイヤー

｡-プによって深夜を確盈する｡この際.ダイバーに

- d ･甘 J rt.6 BL"t･･.TtLAaL･-～

よる海中鵬可を行うので耶前打ち合わせを十分に行う｡
3
.
4母線の轍

発破EU線(2mzh400m長さ.60OV
ゴム絶縁コード)

は
.
補助母線とP/Fデ_,キ 上(空中)で接続し
,
点火

場所まで海面上 を軟投する｡デ
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3.6点 火

(1)コンダクターパイプ

鬼破は5本を芹苑とし.100売掛けコt/ヂン

サー式発破皆 (T-100)を用いて斉発した｡発

破母線は.検査枚繰り返し使用した｡

(2)パイル

発破は1回に4本同時に行ったが.パイルは

噸萌Etが多いのでコ･/デ･/サー式多段発破肯

(TD-50)を用いて段発発破で実施した｡

発破母線はパイル拓1本とし.合計4本を敢放

し 0.1秒の間鞘で迎椛点火する｡点火場所はく

ろしお甲板上とし.発破の合回はサイレン (I

ガホl/)及び無線投を用いて行った｡

3.T 安全確定及び究埠確曙作菜
点火後の安全及び完頓の確認は発破音と水柱により

行い.点火後5分間は退避菅戒体制を維持し,立入襲

止とした｡曹虎解除の抜.水中カノラにより切断状況

を点検し.弗常の有無を再確認し.この時点で追加発

破の必要の有無を判断した｡但し.今回の発破作英で

は全て1回で切断が完遂でき,再発破の必要はなく作

薬を終TLた｡

4.おわりに

我国で初めての作業形式と云う群で.勿論我々にも

初体験であった｡米国の明項のある企業に施行を依頼

する群も当初考慮されたが,何とか我々の手{･完遂さ

せたいとの思い{･鑑定取り組んだ｡

基礎釈放.実物大のフィールドテストを数多く実施

した｡この間予脚通りの結果が得られなかった事も再

三生じ.その恥 こ又改良実故を繰り返した｡

全て火薬榊の性能は確実な作用サイドに又作業は万

全な施行.安全を第-に採ったので.狗.装臥 披見

等 過々剰品田の軌 こなった様に思われる｡ しかし,こ

れは作業を全く予定遜lJに終了したから云える群であ

ろう｡

又.掛こ万一 1回の先破で切断不良が出た切合に備

えて,3型式の火薬樹一式の予脚も用意していたが,

今回は各々1回で完達し.予愉晶は一切不安になった｡

他に桧用の効かない火工晶であり,椿果的には無駄に

なって7った｡

作業員は長い倍上生活で.崇両帝郁々制約があった

が,それでも泉質の体験を兼しんだ人,音を上げそう

になった人それぞれだった様だ｡

天候の無姓な時期を眉んだ工ZP計画にもよるが.そ

のため割合問題は生じなかった｡

火薬煩の海上運舟は陸上の場合と大変な速いで.普

用の点{･も悪泥の塵が･ある｡今晩は何とかならないも

のか.と云うのが本音である｡

何れにしても魚群に作薬を終了出来た串は.多くの

方々の卸持主臥 御協力に負う群が多い｡新日鉄.出光

石油.小川教授.苧環研他の皆さんにこの-並の作英

の完遂を報告し.御礼の意を表したい｡
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